
 

11 議案第５号 資料 

◇平成２５年度新規事業「いじめ根絶対策事業」について 

 

１ 事業概要 

いじめを一因とする児童生徒の自殺が毎年のように発生するなど、依然として教育上の大きな課題とな

っている。いじめ問題の深刻化に対応して、いじめ専用電話相談窓口（子どもはフリーダイヤル）、いじ

め専用電子メール相談体制の整備を行うとともに、いじめ相談員の配置を行い、いじめに関する児童生

徒・保護者等からの緊急相談に対応し、いじめの未然防止や円滑な問題解決に資する。また、いじめは集

団生活の中で発生することから、いじめのない楽しい学級づくりのため、児童生徒向けアンケートを実施

するとともに、学級満足度尺度、学校生活意欲尺度などの学級全体と児童生徒個々の状況を的確に把握す

るために、「学級集団アセスメント」調査（心理検査 Q-U)を実施し、いじめ未然防止に家庭と連携して、

積極的に取り組む学校を支援する。さらに、いじめ根絶には、教員一人一人が「いじめの兆候を適切に把

握して対応する力」が必要であることから、いじめ問題に関する対応等の教員の資質向上を図るため、い

じめ根絶に関する研修会を実施するとともに、児童生徒一人一人に「自らいじめのない学校づくり」に取

り組ませるため、いじめ根絶に関する標語等を作成し、掲示、配布するなど、市全体でいじめ根絶の取組

を推進する。 
 

２ 事業内容 

（１）子ども・いじめホットライン、子ども・いじめホットメールの開設 ＜教育センター＞ 

 

（２）学級集団アセスメント調査（Ｑ－Ｕ調査） 

いじめが発生する割合の高い、小学校５年生～中学校２年生を対象として、学級集団における満足度及

び学校生活意欲など客観的な調査（Ｑ－Ｕ調査）を６月に実施し、学級集団の現状を客観的に把握する。

また、１１月にも実施し、学級集団の満足度、意欲度などを改めて調査することで、いじめの未然防止の

取組の充実を図る。 
中学校におけるいじめ問題については、小学校における人間関係に大きく関わることから、小学校６年

生、１１月の調査結果を中学校に提供することで、小・中学校間の円滑な接続を図るとともに、学級編成

等の資料としても活用することで、いじめの未然防止を図る。 
 
（３）「なかよく楽しい学校生活を送るための標語」の作成 

全小・中学校の児童生徒が、いじめのない「なかよく楽しい学校生活を送る」ために、いじめの根絶に

自ら取り組もうとするための目標となる標語を作成する。標語は、校内で掲示する。各学校から各学年１

点ずつ選出された標語は、標語選考委員会により選考され、最優秀作品を「ホットライン・ホットメール」

のいじめの悩み相談カードに掲載する。 
各学校から選出された標語については、優秀賞として、表彰状を授与する。（各学校で表彰） 
 

（４）「いじめをなくす宣言」の作成 
「いじめをなくす宣言」を横断幕にして、各学校に掲示することで、児童生徒、保護者、地域の「いじ

めをしない させない 許さない」意識啓発を図る。 
 

（５）いじめ根絶対策に関する研修会等の実施 

  ・教職員、保護者が連携して、いじめ根絶に取り組むためのワークショップや講演などの研修会を開催 

  ・生徒指導主任等を対象とした、いじめ根絶対策会議を継続して開催するとともに、教員が自主的に参加

することができる「教師力アップ講座 いじめ根絶講座」を定期的に開催し、いじめ問題に適切に対応

できる教職員を育成する。 
  ・いじめ根絶対策に関する講義や中学校区でいじめ根絶対策に関する協議等を行い、研修結果等をもとに、

校内研修を実施し、学校力の向上を図る。 
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◇いじめ根絶対策事業相関図 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

関係機関  

県立総合教育センター  

（よい子の電話教育相談） 

人権相談窓口（法務局） 

（子どもの人権１１０番） 

市長部局  

愛護センター  

（悩みごと  

相談ダイヤル）  

 

保護者等 

 

 

児童・生徒 

いじめホットライン・いじめホットメール 

上尾市教育センター  
 

 

 

 

連携  

中学校 
教員：ＣＡＰ研修  
（子どもへの暴力防止プログラム）  

生徒：Ｑ－Ｕ（全学年） 
（楽しい学校生活を送るためのアン

ケート） 

 

小学校 
教員：ＣＡＰ研修  
（子どもへの暴力防止プログラム）  

児童：Ｑ－Ｕ（３～６年）  
（楽しい学校生活を送るためのアン

ケート）  

さわやか相談室  

 
 

スクールソーシャルワーカー (市独自で配置 ) 

 

いじめ根絶対策会議  

生徒指導支援員  
 

いじめ根絶対策事業  

(防止事業 ) 

【新規】  

いじめ根絶対策事業  

(相談事業 ) 

【新規】  

派遣・連携 

 

上尾市教育委員会 



 

13 議案第５号 資料 

◇平成２５年度新規事業「通学路安全対策事業」について 

 

 

１ 事業概要 

他市での登下校中の交通事故が相次ぎ、市として通学路の安全確保に集中的に取り組むために、今年度、

庁内関係課等による調整会議を開催し検討を進めた。その結果、上尾市ＰＴＡ連合会からの要望書を基本

として、改善に取り組む箇所を明確化し、平成２５年度から通学路安全対策を実施することを決定した。 

また、国や県、市、学校、警察などが連携して実施した「通学路における緊急合同点検」における上尾

市が所管する危険個所は１７か所あり、うち１３か所は、平成２４年度までに対応を行った。残り４か所

についても２５年度以降対策予定である。 
 

２ 事業内容 

（１）市ＰＴＡ連合会からの要望に基づく改善箇所 

学校名 実施内容 実施箇所 事業費(円) 

中央小 グリーンベルトの設置 中央小前の道路 上尾胃腸外科前の通学路 357,000 

大石小 ミラー「止まれ」文字設置 赤法花 北側の一本目の交差点 189,000 

上平小 ミラーの設置 上１２８１付近のカーブになっている道路 147,000 

尾山台小 
通学路の標識 
速度規制の標識設置 

尾山台団地５街区から住宅脇の道路 52,500 

平方東小 横断歩道手前凹凸の設置 小敷谷２－３ 太平中学校北側の横断歩道 1,501,500 

鴨川小 
「通学路注意」の路面表示と 
グリーンベルトの設置 

西宮下２丁目２３７番地から西宮下２丁目１９９－６
番地付近の道路 

787,500 

瓦葺小 速度制限できるものの設置 瓦葺２３２５付近 367,500 

今泉小 通学路の整備 第一団地から今泉小学校への横断歩道の直線道路 63,000 

今泉小 警察官の巡回と看板の設置 壱丁目３３０番地付近の地下道 535,500 

平方北小 グリーンベルトの設置 第二団地入口（玉川うどん）から小敷谷東部公会堂付近 1,638,000 

計 5,638,500 

 

（２）通学路における緊急合同点検にもとづく改善箇所 

学校名 実施内容 実施箇所 事業費(円) 

平方北小 路面標示 小敷谷６４４付近 

60,000 富士見小 路面標示 春日１－１ フジタ動物病院前付近 

富士見小 路面標示 春日２－６付近 

 
（３）上尾道路開通による通学区変更に伴う通学路の整備 

学校名 実施内容 実施箇所 事業費(円) 

平方東小 
外側線、イメージハンプ、警戒
標識、看板、道路舗装工事 

上尾道路西側 
地頭方及び壱丁目地区 

2,789,000 

 

 


